
作成例　年間安全衛生推進計画
年間安全衛生推進計画(令和○○年)
	基本方針
	当社は、安全で快適な職場づくりを目標に取り組んできたところであるが、平成○○年においては、休業災害が2件発生し、健康診断の受診率も90%に満たないなど、いまだ従業員の安全衛生意識に問題が認められる。今年は、従業員の安全衛生意識高揚を図り、“不安全行動はしない、させない、見逃さない”という運動に全社一丸となって取り組むこととする。

	目　　標
	①すべての墜落危険箇所への手すり設置
②4S(整理、整頓、清掃、清潔)運動の定着
③健康診断の100%受診
④法定資格者の完全充足


	実　　施　　項　　目
	活動日程（実施月、強化月間）
	補　足　説　明　事　項

	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	

	安全衛生委員会の開催(50人以上)
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	毎月第1月曜日

	職場安全衛生会議の開催(50人未満)
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	同上

	安全衛生委員会等による職場パトロール
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	毎月最終木曜日

	年間安全衛生推進計画の作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	9月から検討開始

	安全週間準備期間及び週間行事の実施
	
	
	
	
	
	○
	○
	
	
	
	
	
	

	労働衛生週間準備期間及び週間行事の実施
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	
	
	

	年末・年始無災害運動の実施
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	12/15～1/15

	夏季無災害運動の実施
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	
	
	
	
	7/15～8/15

	春季・秋季交通安全運動の実施
	
	
	
	○
	○
	
	
	
	○
	○
	
	
	

	作業マニュアルの見直し･検討
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	問題があれば随時改善、安全衛生委員会に報告

	機械の特定自主検査の実施
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	プレス機械、フォークリフトほか

	機械の白主検査の実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	◎
	クレーン(12月は年次検査)ほか各機械

	作業環境測定の実施
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	粉じん、有機溶剤ほか

	健康診断の実施
	
	
	
	◎
	○
	
	
	
	
	◎
	
	
	4月、10月は特殊健康診断

	健康診断の事後措置の実施
	
	
	
	
	
	○
	○
	
	
	
	
	○
	産業医等からの意見聴取ほか

	健康づくり運動強化月間
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○
	
	5月は健康測定、11月は運動会を実施


	職場レクレーションの実施
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	野球、ボーリング大会など

	安全衛生診断の実施
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	安全衛生コンサルタントの活用

	雇入時の安全衛生教育
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	4月及び随時

	作業内容変更時の安全衛生教育
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	随時

	職長教育の実施
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	××労働基準協会等の講習を受講

	特別教育の実施
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	××労働基準協会等の講習を受講

	作業主任者・技能講習修了者の確保・充足
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	実施時期、実施期間を確認のうえ委員会で最終決定

	安全管理者、衛生管理者の確保・充足(50人以上)
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	受験者は委員会で審議

	安全衛生推進者の確保・充足(50人未満)
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	××労働基準協会等の講習を受講

	高年齢労働者の安全衛生教育の実施
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	KY教育の受講
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	中央労働災害防止協会が実施する講習を受講

	ヒヤリ・ハット事例の取りまとめ・周知
	
	
	
	
	
	○
	○
	
	
	
	
	
	

	災害事例の周知
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	随時

	(備考)

月間の重点目標は下記のとおりとする。

1月－ヒヤリ・ハット事例の社内周知、2月－法定資格の取得促進、3月－安全衛生教育の推進、4月－交通事故の防止、5月－健康診断の完全実施、6月－特定自主検査の実施、7月－安全週間の実施、8月－夏期休暇取得による心身のリフレッシュ、9月－職場環境の改善、10月－労働衛生週間の実施、11月－健康づくり運動の強化、12月－機械・設備の安全点検

年間安全衛生推進計画は、11月までに作成する。安全週間、衛生週間及び準備期間の行事としては、標語の募集、優秀職場の表彰等を実施する。各法定資格者の充足状況は、年間計画策定時に確認して、余裕を持って必要な人員を確保できるよう受講等の計画を立てることとする。

ヒヤリ・ハット事例は、通年で収集し、6月に分析取りまとめを行い、7月に従業員に周知することとする。

春季・秋季交通安全運動においては、過労運転の防止、法定速度の順守、シートベルトの完全着用、携帯電話の運転中の使用禁止を目標とする。


注:①各社の規模、安全衛生管理水準、過去の取り組み状況、作業態様、設置機械等の実情に即して作成してください。

②補充説明は例示ですので、この内容に限るものではありません。


